










①大口・小口需要家の電力需要は、特に朝10時頃から最大ピークとなる傾向です。
②家庭の電力需要は夕方から夜にかけて最大ピークとなる傾向です。

①冬期のピークは、夏期（14時頃）と異なり、朝・夕を中心に長時間となる傾向にあります。
②夏期に比べ、夜の需要が下がりにくく、昼夜の差が小さいのが特徴です。

冬期の電力需要の特徴
［１］冬期の電力需要の特徴（夏期との比較）

［2］冬期の電力需要の特徴（大口需要家・小口需要家・家庭別の需要構造）
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※九州地方は日の出の時間が遅いため、
　朝の照明等により需要が高くなる傾向
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節電をお願いしたい時間帯

節電をお願いしたい時間帯
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オーナーとご相談頂き、ビル全体として適度な明るさになるよう照明の間引きや
照度の低下等の節電をお願い致します。

個別の空調のスイッチをオフにして下さい（オーナー側で空調を集中管理する場合）。
「19℃設定」にすると、オーナーが管理するビル全体の暖房と相まって、自動的に冷房が起動する可能
性があります。（下図参照）

■テナントの皆様へのお願い

■ビルオーナーの皆様へのお願い

室内混合損失のケース（例）

照明

空調

温
風

冷
風

ペリメーター系統
空調機器

インテリア系統
空調機器

午後になり気温が上がると冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪い状態が発生します。

ビルオーナー・テナントの皆様へのお願い

①労働安全衛生法上の照度基準の下限値（300ルクス）を基本にビル全体で調整
していただくようお願い致します。（例：750ルクス→400ルクス）

②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きや照度の低下等、テナント
の皆様へのお声掛けをお願い致します。

①可能な限り電気以外（ガス・石油等）を使用いただくとともに、特に窓際に設置
されている空調機器（ペリメーター系）を使用される場合には、冷暖房同時運
転による室内混合損失を回避するため（下図参照） 、建物全体が適切な温度
（19℃）になるようペリメーター系温度設定を室内中心部（インテリア系）の空
調温度設定より低くする、午後に温度が上昇したらペリメーター系のスイッチを
切る等の対策をお願い致します。
注）空調方式によって対策が異なりますので設備管理者とご相談下さい。

②テナントの皆様には、不要な個
別空調のスイッチをオフにして
いただく等のお声掛けをお願
い致します。（可能な場合はオー
ナー様で空調の集中管理をお願
い致します。）

CO2濃度を管理して頂き、建築物
衛生法及び労働安全衛生法上の
室内CO2濃度基準（1,000ppm以
下）をベースとし、過度な換気によ
る暖房効率の低下とならないよう
お願い致します。

照明

照明

空調
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